








「
お
言
葉
で
す
が
・
・
・
」 

４
４
６ 

 

「
痴
呆
の
歴
史
」
補
正 

 

高
島 

俊
男 

 

  

井
手 

佐
武
郎
《
「
痴
呆
」
と
い
う
言
葉
、
「
呆
け
」
と
い
う

言
葉
―
敬
老
の
日
に
寄
せ
て
―
》
（
日
本
医
事
新
報
３
５
２
１
、

平
３
・
１０
・
１９
）
、
お
よ
び
同
《
呉
秀
三
と
門
脇
眞
枝
―
重
ね

て
痴
呆
と
い
う
言
葉
、
呆
け
と
い
う
言
葉
―
》
（
同
３
６
０
３
、

平
５
・
５
・
１５

）
に
よ
れ
ば
、
明
治
以
後
の
医
学
辞
典
の

D
em

entia

の
訳
語
、
左
の
通
り
。 

 

医
語
類
聚
（
明
１１
）
狂
の
一
種 

 
 
 

コ
ノ
医
語
類
聚
ト
イ
フ
本
、
日
本
国
語
大
辞
典
デ
ハ
明

治
五
年
ト
ナ
ッ
テ
ヰ
ル
。 

 

独
逸
医
学
辞
典
（
明
１９
）D

em
entia

 

記
載
な
し
。 

 

ノ
イ
エ
ス
メ
デ
ニ
ッ
シ
ュ
ウ
ェ
ル
タ
ー
ブ
ー
フ
（
明
３５
、
金

原
医
籍
店
）
全
癡
瘋
癲
、
癡
呆
。 

 

臨
床
医
学
辞
典
（
明
３６
、
南
山
堂
）
癡
呆
、
瘋
癲
。 

 

独
羅
英
和
新
医
薬
大
辞
典
（
大
１２
、
金
原
書
店
）D

em
entia

 

麻
痺
狂
。D

em
entia Sem

iles 

老
人
性
癡
呆
） 

 

ま
た
、
同
じ
く
『
呉
秀
三
小
伝
』
北
林
貞
道
「
我
邦
斯
学
の

革
命
者
た
る
呉
秀
三
先
生
」（
昭
８
）
に
、
呉
教
授
は
「
専
門
的

訳
名
に
対
し
て
狂
の
文
字
を
常
に
忌
ま
れ
た
。
そ
し
て
従
来
「
デ

メ
ン
シ
ア
」
を
痴
狂
と
訳
し
て
い
た
の
を
明
治
四
十
一
年
頃
よ

り
改
め
て
痴
呆
と
訳
出
せ
ん
こ
と
を
提
唱
せ
ら
れ
た
の
だ
が

…
」 

  

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
見
れ
ば
、
デ
メ
ン
シ
ア
の
訳
語
と
し
て
の

「
痴
呆
」
は
明
治
三
十
年
代
の
半
ば
に
は
、
既
に
出
て
き
て
い

る
。
し
か
し
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。
だ
か
ら
呉
教
授

が
明
治
四
十
一
年
頃
に
「
痴
狂
」
を
や
め
て
「
痴
呆
」
に
し
よ

う
、
と
提
唱
し
て
い
る
。 



 
し
か
る
に
こ
の
提
唱
も
ま
た
医
界
に
広
く
一
般
に
受
入
れ
ら

れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。
大
正
十
二
年
の
辞
典
で
、

デ
メ
ン
シ
ア
の
訳
語
は
麻
痺
症
（
た
だ
し
デ
メ
ン
シ
ア
セ
ニ
レ

ス
の
訳
語
は
老
人
性
癡
呆
）
で
あ
る
。 

 

斎
藤
茂
吉
が
大
正
十
年
頃
オ
ー
ス
ト
リ
ア
留
学
中
指
導
教
授

か
ら
「
老
耄
性
痴
呆
」
の
研
究
テ
ー
マ
と
材
料
を
与
え
ら
れ
た

と
書
い
て
い
る
。
デ
メ
ン
シ
ア
の
訳
語
は
明
治
の
三
十
年
代
か

ら
大
正
時
代
を
つ
う
じ
て
、
だ
ん
だ
ん
「
痴
呆
」
に
収
斂
し
て

き
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。 

 






